
第１章 式の計算 ２．多項式の加法・減法

解説

基本問題

例） x2+2x+6x2-7x = (1+6)x2+(2-7)x

　　　　　　　　   　　　　 = 7x2-5x

多項式の加法　（　　）をはずして同類項どうし全て足す。

例） (3a +4b )+(6a -2b )     (-m-2n)+(3n+4m)

　　 =3a +4b +6a -2b                  = -m-2n+3n+4m

     =3a +6a +4b -2b                  = 4m-m+3n-2n

    =9a +2b                                  =  3m+n

多項式の減法　（　　）をはずすとき符号に注意

例） (2x-9y )-(-6x+y ) 　 (x2-2x)-(3x2-8x)

　　 =2x-9y +6x-y           = x2-2x-3x2+8x

　　 =2x+6x-9y -y             = x2-3x2-2x+8x

     =8x-10y                       = -2x2+6x

  ひくほうの（　　　）内の項の符号を逆にして加える。

同類項　　文字の部分が同じ項。同類項は係数どうしを足して

　　　　  　　まとめることができる。

例） 3a +2b -a -5b 同類項は 3a と -a 、 2b と -5b

     =3a -a -2b +5b 　　　　並べかえる

     =(3-1)a +(-2+5)b  同類項の係数を足す

     = 2a -3b

次の計算をしなさい
①　 y +3y 2-2y -2y 2 ②　

4
3

a -
3
2

b +
6
1

a +
4
1

b

③　 (2x+4y )+(5x-y ) ④　 (7a +5b )-(3a -6b )

⑤　 (-x2-3x)-(2x2-x) ⑥　 (-x2+2x-5)+(4x2-3x+1)

第１章　式の計算
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第１章 式の計算 ２．多項式の加法・減法

応用問題

次の計算をしなさい。

①　 (9x2-3x+2)-(-3x+2x2)

②　 (-3x2+3x)-(-5x2+5x-4)

③　 (4p 2+2p +4q )-(p +5q -7p 2)

④　 (4.9x2-3.2x)-(0.6x+4.8x2)

⑤　  7
2

a +
2
1

b - 2
1

a -
3
2

b

⑥　 ab -4a - 2b -2ab - 5a +4b
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第２章 連立方程式 ２．加減法による解き方①

解説

基本問題

連立方程式の解き方～加減法

２つの式のひとつの文字について、係数をそろえて

左辺どうし、右辺どうしを加減して、ひとつの文字を

消去して、残った文字での１元一次方程式として解

く方法。

加減法による解き方①

 4x+y =7       ①  
5x-y =2       ②   3x+2y =12    ①

3x-y =3        ②

　 辺どうしを加減して文字をひとつ消去　　１元１次方程式

解説

 4x+y =7       ①  
5x-y =2       ②  

            4x+y =7

        + 5x-y =2
9x     =9

9x=9

  x=1

x=1 を①か②に代入して y  を求める。

4×1+y =7

     4+y =7

          y =3
(x , y )=(1 , 3)

 3x+2y =12   ①
3x-y =3        ②

       3x+2y =12

- 3x-  y =  3
      3y = 9

3y =9

  y =3

y =3 を①か②に代入して x を求める。

3x-3=3

3x     =6

        x=2
(x , y )=(2 , 3)

次の連立方程式を解きなさい。

(1) 4x+4y =20       ①
4x+2y =14       ②

(2)2x-2y =  2        ①
6x+2y =22        ②

(3) 3x-2y =1          ①
x-2y =-1          ②          

第２章　連立方程式

28



第２章 連立方程式 ２．加減法による解き方①

応用問題

次の連立方程式を解きなさい。

(1) 2x+3y =-5
   x+3y =-7

(2)    x+y =13
3x+y = 3

(3) -2y +3x=-1
3x+  y =-4

(4) 3x-y =-13
y -4x=16

(5) -x+2y =12
5x=-12-2y

(6) -7=3x-4y
-2y =1-3x
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第３章 １次関数 ３．１次関数のグラフ

解説

基本問題

y

x

y =
2
1

x+2

y =
2
1

x

y =
2
1

x-1
+2

-1

１次関数のグラフ

y =ax+b のグラフは直線 y =ax と平行

y =ax+b のグラフは直線 y =ax を y 軸に正の方向に b

だけ平行移動した直線で y 軸上の点 (0 , b ) を通る。

y

x

y

x

次の１次関数のグラフを書きなさい。

(1) y =2x+1 , y =2x-2

y =2x のグラフを利用しなさい。

(2) y =-
2
1

x+2 ,  y =-
2
1

x-1

y =-
2
1

x のグラフを利用しなさい。

O

O

O

第３章　１次関数
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第３章 １次関数 ３．１次関数のグラフ

応用問題

y

x

次の１次関数のグラフを書きなさい。

(1) y =-4x+3

(2) y =5x-3

(3)y =
5
1

x-1 

(4) y =-
2
1

x+4

O
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第４章 平行と合同 １．平行と角

対頂角・同位角・錯角

平行と角

平行と角

a
b

c

ℓ

m

n

∠aと∠bのように向かい合っている角を
対頂角（たいちょうかく）という。

∠aと∠cのような位置にある２つの角を
同位角（どういかく）という。

∠bと∠cのような位置にある２つの角を
錯角（さっかく）という。

対頂角の性質
対頂角は等しい：∠a＝∠b

ℓ

m

a

b

c

ℓ//m ならば ∠a＝∠b
同位角は等しい。

平行線の性質
ℓ//m のとき、以下の関係が成立する。

ℓ//m ならば ∠b＝∠c
錯角は等しい。

ℓ

m

a

b

c

∠a＝∠b ならば ℓ//m
同位角が等しいならば、直線ℓとmは平行である。

平行線になる条件
以下の関係が成立するとき、直線ℓとmは平行となる。

∠b＝∠c ならば ℓ//m
錯角が等しいならば、直線ℓとmは平行である。

第４章　平行と合同
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第４章 平行と合同 １．平行と角

基本問題

応用問題

次の図で、∠aの大きさを求めなさい。ただし、ℓ//mとする。

130°

（１）

（２）

a

62°

a

（３）

a

38°

ℓ

m

ℓ

m

（４）

a

103°

46°

（５）

a

105°134°

（６）

a

69°
ℓ

m

次の図で、∠a、∠bの大きさを求めなさい。ただし、ℓ//m、k//nとする。

（１）
ℓ

m

38°

35°

a

（２）
ℓ

m
a

110°

58°

（３）

ℓ

m

a

47°

132°

（４）
ℓ

m

a

38°

103°

（５）

ℓ

m

k n
113°

a

b

（６）

ℓ

m

a

k n
74°

128°

b
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第５章三角形と四角形 ３．直角三角形の合同条件

直角三角形の合同条件

基本問題１

基本問題２

①直角三角形の斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しい。

②直角三角形の斜辺と他の１辺がそれぞれ等しい。

下の図において、合同な三角形の組に分けて、それぞれの合同条件をいいなさい。

① ②

③

④
⑤

⑥

4cm

2cm

3cm

1cm

5cm

38°

1cm

3cm

2cm

4cm

5cm

38°

△ABCは、二等辺三角形である。このとき、頂点BからACに垂線を引き、交点をDとし、頂点C
からABに垂線を引き、交点をEとし、BDとCEの交点をPとする。
このとき、△PBCは、二等辺三角形であることを証明せよ。

A

B C

E D
P

第５章　三角形と四角形
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第５章三角形と四角形 ３．直角三角形の合同条件

応用問題

１．右の図にように、正方形ABCDの辺DC上に、点Eをとり、頂点Dから線分AEに垂線を引き、
交点をFとした。また、頂点Bから線分AEに垂線を引き、交点をGとした。このとき、DF=AGであ
ることを証明しなさい。

２．右の図のように、∠XOYの内部の点Pから、辺OX,OYに垂線を引き、交点をそれぞれA,B
とした。このとき、PA=PBであったとする。∠POA＝∠POBとなっていることを証明せよ。

３．角の二等分線上の点は、その角の二辺から等距離にあることを証明せよ。

A

B C

D

EF

G

X

Y

Ｏ A

B

P
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